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不安や心配のコントロール  
―乳がん患者のインタビューから― 

 
              田中文恵 

 
１、研究目的 
  乳房を切除した乳がん患者は、例えば、車椅子使用者などのように一見してそのことが
周囲に知られることはない。しかし乳がん患者の多くは、手術後の日常生活において重い

荷物が持てないであるとか腕が上がらないなどの問題を抱えている。そして、そのような

場面に遭遇した時、意図せざる形で病気のことを周囲に知られてしまうという事態が起こ

り得るのではないだろうか。他人に絶対知られたくないと考える人や、知られても気にし

ないと考える人、様々ではあると思うが、そこには何かしらの不安や心配が伴うように思

われる。その不安や心配を自己の中で何とかコントロールしながら日々の生活を送ってい

るのではないだろうか。そのコントロールとはどのようなものであるのか、またどのよう

に行われているのか明らかにしたい。 
 
２、調査概要 
  乳がん患者会（あけぼの会Ｎ支部）のメンバーである松本さん（仮名）に研究目的を伝
え、了解を得て松本さん本人にインタビューを行った。また、あけぼの会Ｎ支部が月 1回
行っている相談会にも参加し、参与観察を行った。インタビューは 2003年 12月 24日 T
県 K町にあるM 喫茶店にて 15時 30分から約 1時間程行った。相談会は、2004年 1月
10日に参加させていただいた。 
 なお、松本さんの略歴は下記の通りである。 
  ・年齢 ５２歳  ・手術時期 昭和６１年３月（術後１８年経過） 
  ・職業 小学校教諭 
 
３、インタビュー結果 
なお〔 〕内は筆者による補いである。 

（a）－１ 病気のことを同僚の方などに公表していますか？ 
 みんな知っとるよ。別に知らん人もおるかもしらんけどね、いるかもしれんけども、

色々と［病気についての］話は、病弱だからね、とか言って（笑い）冗談やけどね、

病弱だからねよろしくねとか言ってね、であのー、重い物は持てないわよとかね、ま

ぁ、あの、うん、［そう］言ってもま、持つのよ、重い物はもう 16 年たってもなんぼ
でも同じようにせなね。担任もってたら子どもの前で、先生持てないからって言えん

からね、ほれもあるし、もう同じように、どの人も同じようにするけど、まぁ冗談で

同僚なんかにはね、私は病弱だから頼むはね、とかね（笑い）無理なことさせないで

ねって、仕事へしてねとか言ってね（笑い）。そういうふうに言ってるんやけどまぁほ

なから別に隠すことはない。 
 

（a）－２ 病気のことを知っている方に対しては「重い荷物持てないよ」とか話してあ 
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るのですね？ 
   あの、いつ［学校を］休むかは知れないよとか（笑い）いつ私、再発になって休む                   

  かは知れないよとか、ほんな冗談でね、みんな受け流してる。それだけ、まぁ私は元 
  気だということなんよね。元気だから言えるっていうことやけど、ほんとに自分がど 
  っか、［再発の恐れ］が、あったらそういうことは言えないと思う。 
 
（a）－３ 乳がんを患って最初の頃、不安はありましたか？ 

  そらあるねー。ほら 3年ていうぐらいはね、もう自分のことで、もう必死やね。 
 

（a）－４ 現在不安はありますか？ 
  は、もうね、ないと言えるけども、でもまた、どこに何がでるやわからんでね。や 
けんかえってずっと、ずーっと検診を受けて心配しとんやけどね。 
 

（a）－５ 乳ガンを患って最初の頃、例えば重い荷物を持たなければならない状況にな
った時、病気のことを知らない方に対してどのように対応しましたか？ 
  やっぱし［病気のことを］言わなかったらね、まぁはい学年の人なんかにはね言っ
とかなかったら、例えば５年間は病院へやっぱし薬もらいに行かなあかんでしょ？そ

したら、やっぱしお休みしてね、まぁ私の場合は先生が配慮してくださってお昼休み

にね、あの、その言ってね、Ｎ大やけどね、Ｎ大へ行ってお昼休み行って給食だけや

めて、帰ってくるという、そういうなかたちをとってくださってね、看護婦さんとか

がね、みなしてくださって、この時間だけに行ってよかったんやけど、やっぱし学校

抜けるでしょ。だからまぁ、校長とかそれだけに言うんだけでなくてね、在学教員に

もやっぱしみてもらわないかんからね、休み時間は。 
 やっぱし最初は話しておいたけどね。ほなけど、別にほのやっぱし、深刻には話し

たらね、や、心は深刻やけどね（笑い）みんなやっぱしね、心は深刻だけど、そうい

うふうに話したら受け取った方がね、今度は深刻になってしまってね、だから、だか

らまぁ、話は一応ね、しよったんじゃけどやっぱし今の言えるようなかたちとはまた

違うね。その時はほんとにあの、ね、検診に行くんだけど、検診する時に行ってお薬

もらうんだけども、 「はぁよかった」っていうふうにね、うん、あのうん、保証書も
ろたみたいなね（笑い）感じね。そういうな保証書もらったような気持ちで、はぁよ

かったーと思って、帰ってくるんよね、行く前はやっぱしね。ほんなんで何年もずー

っとね。 
 （そうやって前向きに考えられるのは素晴らしいことですねという筆者の発言に対

して）いや、そうせなんだらね、やっぱし子どもたちの前とかねやっぱし、やっぱし

それはね、あのーやっぱし自分のことを出すというのはね、やっぱし子どもたちに動

揺させるしね。保護者にまず、保護者が動揺してしまうけんね。 
 （教え子はそういった意味で、支えになっているのですか？との問に）いや子ども

たちは知らんと思うんですよ。それは子どもたちには知らん。 
 （子どもたちがいるから頑張れるという－）そうやね。それはあったね。それはあ

ったと思うね。私の場合はね。だいたい元が元気なんよ私は（笑い）だからね、風邪
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ひとつひいたことないものがね、それなのに病院に行くとなったらね、みなが「何で？」

と思うわね（笑い）急に。元気だったからね、やっぱしね。元気だからこうなったん

かなっていうね。省みずにね、突っ走ってしもうたからかな（笑い）思った理ね。無

茶苦茶ね。 
 

（b）－１ 病気のことを知られないように・気付かれないように注意していたことはあ
りますか？ 

  別に気付かれたく…そんなことはなかったね。そんなに、気付かれないようにって
いうそういう方はいないもんね。気付かれてどうっていう。その頃はもうあけぼの会

してたしね。２年目からもうねあけぼの会作っとったしね、支部ができとったしね。

気付かれたくないや言うてもみんなねー、やっぱし、うん、話をずっとしていくしね。

ほれからまぁ近所にしてもなんにしても別にね、お見舞いやきてくれとったしね、知

っとるしね。知らん人って別におらなんだかなぁ。わざわざそんなに私は何々ですや

いうて言わなくたってね。 
 ま、保護者にはまぁ気を付けとったんやけどね。初めの頃はね、保護者にはやっぱ

し［学校を］休んだら、これからずっと休むんかなって思われてはいけないっていう

ので、自分のことはやっぱし伏せとったね。病院に行ってまぁ、そういう病気だって

いうね。けど今となったらもうみな親にもねぇ、まぁ仕事が、学校がもう長いことな

ったりね、今年３年目やけどもう親にも言ったりね、気を付けなよとか、あなたたち

の頃、私なったんよっていうんでね。全員には言ってなくてもね、うん、あの、うん

と、こうやっぱせいぜい、「うち何やら心配なことがある」とかね「ちょっと病気がち

で」って言うたら、「どしたーん」とか言うてね、「あっ、気いつけないかんわよ」言

うてね、35歳ぐらいは危ないよとかね、私がそうよとか言うて、そういうなね、子ど
もたちにもやっぱしね、家族のは、食事大事にせなあかんのよとかね、そういうこと

が言えるようにね。言えるんよね。わざわざ私はねーやいうて言わなくてもやっぱし

食生活って大事よっていうことをね。保護者会なんかでもね、ぱっとこうできるんよ

ね、ほんでふっときたら、そうなん私こんなんなってねとかいって言えるんよね。 
 ほなからそれっていうのはやっぱし 16年も 7年も経ったから言えることであって、
無理にほなから今言いたくないっていう人がいるでしょ？言いたくないって言う人に

無理に言いなさいとは言わんのよね。自然とこうやっぱし時が別に自然と自分が言っ

てもいい、別にね･･･ほんとに 1年 2年のうちは、こう、なんかこう人が自分の方を見
ているようなそういうふうな気持ちになるんよね。んで、あけぼの会の名簿に載って

も誰も見ていないのになんとなく、私の名前を乳がんですってみんなに公表したしま

ったっていう気持ちになってしまうんよね。だから名簿には載せないでとかいう方も

いるんよね。誰も見てないし、そんなに気にもしてない、今となったらね。そう思う

んよね。誰もあんたのこと見てないよ、そんなにね。でもその頃は自分が悲劇のヒロ

インになったようなつもりでね、そうなってしまうんよね。だから、そういうに無理

にやっぱし人に言わないかんとか、もっと強うになってとかね言わなくても、自然と

やっぱし時がね、時が自分がいろんな経験をして、やっぱし再発かもしれないって苦

しんで、違うかったっていうとかそういうことを何回も何回も乗り越えてきて初めて
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ね、だんだんと自然と自分から言えるようになって、あんなことあったんよとかこの

ようなこと言えるようになってくるんよね。 
 

（b）－２ あけぼの会Ｎ支部に関わってきたことで考え方が変わってきたりしたのです
か？ 
 最初の１年間ていうのはね、真っ暗なトンネルの中でね光が見えないね、それこそ

お椀の淵にたたされているようなね、そういうな絶壁に立っているように右も左もち

ょっと目を離したら落ちてしまうんじゃないかっていうね。不安なままで１年間過ぎ

ていくんよね。だから病院行ってどうしてもこう先生も忙しくってそんなに話も聞い

てもらえない、家帰ったって誰も自分の病気のことってそれが･･･悩んでないっていう

か、悩んでるけど同情的な「いけるか、いけるか」っていう、腫れ物触るようにこう、

家族なんかも扱うもんね。そういうふうに自分がどうしていっていいかっていう、前

が見えないままずっとこういくけんね、それであの、やっぱし友の会っていうんを探

したんよね。んで、Ｓ先生にね、「こんなんがあるよ」いうて本を、友の会の会○○［聴

き取れなかった］を頂いたんです。それ見たら落ち込んでね。やっぱし本当の病気の

ことをずっと書いてあるでしょ。再発された方の手記とかね、もう本当に壮絶、凄い

ことをね。ただ、まだ手術して真っ暗で何も見えないというにしても、不安な状態で

あるんやけど、そこまで深いものであるということは自分まだ知らんのよね。死期っ

ていうものがないわけやから。死って、死ぬかもしれんていうのも思っていながらそ

こまで深いものははっきり見えないんよね。それがやっぱしすごく大変な病気である

っていう、手術して治った、大丈夫だよって先生が言ってくれたとしても、そんなは

ずがないとは思いながらもやっぱしはっきりしたものを見てしまうんよね。そこでも

うすごく落ち込んでしまって。 
 だけどももう落ち込んだらもう立ち上がるしかないよね（笑い）頑張るしかないよ

ね。それでもう、その会にもう飛び込んで入って、それであのやっぱし主治医の先生

がね、と一緒に［会を］作ろうっていうし、東京からね［あけぼの会会長の］ワット

隆子を呼んでもらって、来てもらって、それで支部ができたんです。やけん、あの、

こんなにたくさん［乳がん患者が］いるんだなと思った、Ｎ県にもね。それまでは、

あの５人だった徳島の支部っていうんは、あけぼの会。先生がいうにもＮ県の人は入

らんのじゃって、そういうな会にまったくね。たくさんおるんやけど入らんのやって。

やから、ほんと５人ぐらいでね。だけどその５人の人とおうた［会った］時は嬉しか

ったね、やっぱし。やっぱし同じ病気っていうのはね、なんか全然知らない南の方か

ら西の方からいっぱい［乳がん患者が］おるんね。５人が会ったんね、もう覚えとる

ね。すごくこうなんか、姉妹っていうかね。もう昔から知っているね、友だちってい

うか、ほんとにねあの、心許せるっていう、家族でもないね、何もないものね、お医

者さんにもないね、○○○（聞き取れなかった）っていうね。ほんとにずーっと話し

をしたっていうんを覚えとるね。それからだんだん広がっていっていったんです。だ

からその中でやっぱし、そういうふうにほっとしてね、［そういう］方もおいでるしね、

入ってよかったーっていうね。んで、まぁ元気になったら、もうやめてね、もうやめ

ていかれるんです。もう元気になったらもう大丈夫ですやいうて、ほいたらまた新し
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い方が入ってくるっていうね。やけん、まぁ、その中でやっぱし古い人もおらなね、

新しい人ばっかしだったらね、こなん３年ぐらいでみなおらんのかなぁ、やいうたい

かんけんね。そんなんでね、まぁ長い［間］おいでる方もおるんやけどね、だいたい

まぁ、あの１０年ぐらいしたらもうね、「元気になったー」言うてね、それぞれ。まぁ、

ずうっと、ほやけど付き合いはしよるんやけどね。連絡来たりずうっと。何となく「懐

かしいなぁ」や言うてね。だからやっぱ会っていうのはそうね、私にとってはやっぱ

し、こう、元気になったからっていうて、やめるわけにはいかんというかね、もうほ

んとのこう、なんていうか、道を教えてもらったっていうかね、住むっていうかね、

ほんともうどうしても支えかな。朝顔の支柱みたいなもんやな。 
 （松本さんの生き方考え方においてあけぼの会は大きな要因であるんですね、とい

う筆者の発言に対して）うん、それもあるけどね、やっぱり、病気をしたっていうこ

とかな、ほなけど。ほんとに病気をしたっていうことは、もう命がないかも知れんて

いうことは、全く違うんよね。見方が変わってくるんよね、人生として、人生がね。

ほんとそんなことどうでもいいわ、と思えるようになる。ほんとに失ったものばっか

し［思って］くよくよするよりか、ほんとに得るものがたくさんあるんだっていう。

この病気をしたおかげでね、そういうふうに、やっぱし考えるようになった。それで

まぁ、あけぼの会って、また友だちともね、やっぱしいろんな、ほんと病気がなかっ

たらそういうな関係っていうのは作れなかったし。生活もまた無茶無茶なままね、ほ

んと周りを見ないで突っ走るようなね、そういうふうなんを長年続けてきたら、きっ

と今頃私は違う病気で倒れてたかもしれん。これはね（笑い）やっぱし病気をしたお

かげ…多分やっぱし［失ったものばかりでなく得るものがたくさんあったと］考えれ

るっていう。またいろんな本も読むこともできたし、ほんと人とも知り合うこともで

きたしっていうね、やっぱし失ったものよりか得たものをやっぱし考えるようになっ

た。 
 

４、まとめ 
 松本さんへのインタビューで非常に興味深いと感じたのは、同僚への応対に関する点で

ある。（a）－１や（a）－２でに見られるように、松本さんは病気やがんの再発のことを
冗談を交えて同僚に話している。しかし、（a）－３、（a）－４にあるように、内面ではそ
のことを不安に感じているのがわかる。そして、（a）－５で、「心では病気のことを深刻
に思っているが、同僚に話す時自身が深刻に話すと相手が深刻に受け取ってしまうので」

冗談を交える、というように語っている。ここで、不安や心配に対してコントロールが行

われているのではないかと考えられる。生死にかかわる大病を患い、深刻であっても全く

おかしくない状態であるにもかかわらず、自分の気持ちを抑えてまで同僚に対して気遣っ

ていることがわかる。これは、深刻な状態を冗談を交えて表すことにより「自分が患って

いる病気は大したものではない」と相手に思わせ、慮ってもらう程度をコントロールして

いると思われる。そして、病気であるということを冗談を交え自ら先取り的に話すことで、

病気のことが意図せざるかたちで周囲に知られないようにコントロールが行われているの

ではないだろうか。このように、自己コントロールを行うことにより病気や再発に対する

恐怖を少しでも和らげようとしているように思われる。 
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 また、病気を患ったことを否定的に捉えるのではなく「病気をしたおかげ」という言葉

を用いて、非常に前向きに考えていることが（b）－２後半から見てとれる。これは、病
気に対する不安や恐怖といったマイナスの価値観を、肯定的に捉えることによってプラス

の価値観に置き換えようとしているのではないだろうか。（b）－１、（b）－２に見られる
ような松本さん自身の明るい前向きな生き方にも由来するところはあると思われるが、そ

の生き方にそくした自己コントロールが行われていると考える。 


